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発 行 の 挨 拶

白門化学クラブ支部 支部長 田澤和久

今年は・・・

白門化学クラブ支部会員の皆様、お変わり有りませんでしょうか。

令和元年は、台風や集中豪雨の天災により水の災害が全国で多く発生しまし

た。当支部会員の方々並びにご親戚、知人の方で被害に遭われた方もいらっし

ゃると思います。また未だに十分な復興ができず、不自由な生活をされている

方もいらっしゃるとのではないでしょうか。

当支部として会報を発行するにあたり、天災で亡くなられた方のご冥福会を

祈るとともに、被災された方が一日も早く普通の生活を取り戻せますように祈

っております。またこのような災害が、今年は無く過ごせていけますよう希望

するとともにお祈りいたします。

今年の干支は庚子(かのえね)です 『庚子』の年は、動きがあり新しいものを作ってい。

くという意味があるそうです(諸説有りますが･･･)。当支部にとっても会員が増え、支部

としての活動が活発になっていくように努力をしていきたいと思います。

また今年はオリンピックの年。昨年理工学部のある後楽園キャンパスで行われたホーム

カミングデーでは、中央大学の学生でオリンピック候補の方々の紹介があり諸先輩たちか

ら大きな声援が送られていました。本大会での活躍を大いに期待いたしましょう。

当支部の会員には理工学部の１回生に当たる方がまだ健在でいらっしゃいます。昨年の

理工学部は７０周年を迎え、７０周年記念行事が行われました。理工学の歴史が書かれた

記念誌が記念行事に参加された方に配られています。記念行事に参加できなかった方、も

しくは参加はしたが記念誌をもらい忘れた方いらっしゃると思います。記念誌を是非読ん

でみたいという方は当支部へ連絡をください。 のデータになりますが、差し上げらPDF
れるようにしたいと思います。

－ 以 上 －
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中央大学学員会白門化学クラブ支部

令和２年度(２０２０年)第３９回総会・講演会並びに懇親会

開催のお知らせ

会員の皆様には、ますます御健勝のこととお慶び申し上げます。

さて、今年も後楽園キャンパスにおいて支部総会を下記の通り開催いたします。

今年の講演会の講師は今のところ未定です。大変申し訳ありません。早急に検討したい

と思っております。

また例年通りご家族や会員以外の方もお誘いの上、多くの方々にご参加いただけますよ

う、ご案内申し上げます。

記

１．日時：２０２０年６月２７日（土）１３時３０分～１７時３０分（予定）

２．場所：中央大学後楽園キャンパス５号館学生食堂

① 総 会：１３時３０分～１４時００分

  ② 講演会：１４時００分～１５時００分

    講 師： 未定

テーマ： 未定

③  懇親会：１５時３０分～１７時３０分

３．会費：会員並びに卒業生 ７、０００円  ご家族（中学生以下無料）３、０００円

会費は、当日申し受けます。

４．その他

① 受付は、地下学生食堂入り口で行います。

② 懇親会での飲み物等ご寄贈を歓迎します。

③ 同封した「出欠はがき」は５月３０日までに必着でご返信願います。

④ 当日連絡先：白門化学クラブ支部長

田 澤 和 久 ０９０－２４０９－３５５６

  ⑤ 受付は１３：００以降にお願いします。

以上
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令和元年度(2019年) 第３８回
白門化学クラブ支部総会

令和元年 ６月２９日（土)
中央大学後楽園キャンパス

式次第

開会の辞

物故者への黙祷
昨年６月の総会から本総会の間に、４名の会員が亡くなりました。
ここに哀悼を捧げ、ご冥福を祈りたいと思います。

物故者氏名 第　６回 昭和３３年卒 田中昭寿 様 (H30.11. 4)
第　７回 昭和３４年卒 秋山 堯 様 (R 1. 6.23)
第　９回 昭和３６年卒 日下博行 様 (H30. 8.15)
第１５回 昭和４２年卒 永留稔夫 様 (H31. 3. 5)
第３３回 昭和６０年卒 鈴木幸種 様 (H30. 4. 1）

議長選出

審議議案

第１号議案 平成３０年度活動報告

第２号議案 平成３０年度決算報告 並びに 監査報告

第３号議案 令和元年度(2019年)活動計画（案）

第４号議案 令和元年度(2019年)予算（案）

第５号議案 役員改選の件

第６号議案 その他

１．総会･懇親会出欠葉書回答による会員の退会申込者
(退会の理由につきましては添付･返信葉書のコメントを参照
願います)

第　６回 昭和３３年卒 石和田義光 様
第　８回 昭和３５年卒 江本 房利 様
第１１回 昭和３８年卒 福島安雄 様
第１３回 昭和４０年卒 越後谷 務 様
第２４回 昭和５１年卒 岩下誠司 様 非会員との事
第２６回 昭和５３年卒 内海順夫 様

２．ホームページ更新の件 H.30.4.9 HPにアップしました。

３．その他

議長降壇

閉会の辞
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御来賓 ５名
中央大学 常任理事 大橋正和 先生
中央大学 理工学部 学部長 樫山和男 先生
中央大学 学員会 会長 久野修慈 様
中央大学 理工学部 物理学科 石井 靖 先生
中央大学 学員会 中大技術士会 井手俊二 様

会員 （敬称略） １９名
第　　回 昭和　　年卒 （　　　　年） 氏名 （支部役職） （住所）

第　５回 昭和３２年卒 （１９５７年） 金壽幸男 　 (神奈川県鎌倉市)

第　７回 昭和３４年卒 （１９５８年） 栗原　功 顧問 (神奈川県平塚市)
田中義暉 (東京都日野市)
八田幹生 (神奈川県横浜市)

第１０回 昭和３７年卒 (１９６２年) 堀中新一 顧問 (埼玉県蓮田市)

第１３回 昭和４０年卒 (１９６５年) 近藤明義 会計監査 (千葉県千葉市)

第１５回 昭和４２年 (１９６７年) 井手俊二 (技術士会兼) (東京都杉並区)

第１６回 昭和４３年卒 (１９６８年) 林 正道 常任幹事 (埼玉県春日部市)

第２５回 昭和５２年卒 (１９７７年) 柳奥茂樹 常任幹事 (千葉県浦安市)
佐藤　博 (神奈川県横須賀市)
加藤真哉 (神奈川県横浜市)

第２７回 昭和５４年卒 (１９７９年) 中村博之 (神奈川県横浜市)

第２９回 昭和５６年卒 (１９８１年) 田澤和久 支部長 (千葉県千葉市)

第３２回 昭和２９年 (１９８４年) 瀨戸晶成 会計監査 (新潟県小千谷市)

第３５回 昭和６２年卒 (１９８７年) 住吉宏明 幹事長 (東京都江東区)
中村雅俊 (千葉県浦安市)
平 栄一郎 (東京都新宿区)

第３６回 昭和６３年卒 (１９８８年) 滝口英和 (千葉県松戸市)

第５１回 平成１５年卒 （２００３年） 小峯健介 （東京都）

以　　上

令和元年度 第３８回　白門化学クラブ支部総会

総会・講演会・懇親会出席者名簿
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令和元年度第３８回

白門化学クラブ支部総会

第５号議案 役員改選の件

現執行部役員の任期満了に伴い、次期執行部役員を下記の通り提案します。

役員改選(案)
旧役員 新役員

支部長 田澤和久 S56卒 第29回 田澤和久 S56卒 第29回 継続

幹事長 住吉宏明 S62卒 第35回 住吉宏明 S62卒 第35回 継続

会計 1. 根津達郎 S42卒 第15回 加藤真哉 S52卒 第25回 新任

2. 空席

会計監査 1. 近藤明義 S40卒 第13回 近藤明義 S40卒 第13回 継続

2. 瀨戸晶成 S59卒 第32回 瀨戸晶成 S59卒 第32回 継続

幹事 1. 大嶋久義 S42卒 第15回 柳奥茂樹 S52卒 第25回 継続

2. 林 正道 S43卒 第16回 中村博之 S53卒 第26回 立候補

3. 柳奥茂樹 S52卒 第25回 空席

4. 空席 空席

5. 空席 空席

6. 空席 空席

7. 空席 空席

8. 空席 空席

顧問 牧 吉雄 S28卒 第 1回 牧 吉雄 S28卒 第 1回 変更無し

栗原 功 S34卒 第 7回 栗原 功 S34卒 第 7回 変更無し

堀中新一 S37卒 第10回 堀中新一 S37卒 第10回 変更無し

※

白門化学クラブ支部 規約（抜粋）
(役員)
第六条 本支部に次の役員を置く

１．支部長 １名
２．幹事長 １名
３．幹事 １５名内（うち８名を常任とする）
４．会計 ２名
５．会計監査 ２名名

旧職の大嶋久義幹事、林 正道幹事、根津達郎会計は、本人の希望により退
任しました。長い間、有り難うございました。
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第 回 総会･講演会･懇親会報告38

昭和５６年卒 第２９回 田澤和久

白門化学クラブ支部の第３９回総会･講演会並びに懇親会が、平成元年６月２７日(土)

に後楽園キャンパス５号館の学生食堂にて行われた。総会の参加者は１９名。昨年の１５

名(実績)からすれば増えてはいるものの、年々減少気味であり寂しい思いがする。

総会はいつも通り、昨年の活動報告と次年度の活動計画が審議され、満場一致で認証さ

れた。また今年は役員改選の年にあたり役員改選の議題が出された。今まで長く役員をさ

れていた大島幹事( 卒)、林幹事( 卒)、根津会計( 卒)が退任される事になり、S42 S43 S42
会計以外の補充案が無かったので幹事とし

ては大幅な人員削減案であった。

役員改選の議題提案時に総会の執行部か

ら、｢今回の総会出席者の中で幹事をやって

頂ける人はいますか｣という問いかけ、提案

があった。この提案に対し 卒の中村博S53
之さんが立候補され、中村さんを含む新し

い幹事メンバーで審議され承認された。新

しい幹事の方には大変苦労されるとは思う

が、頑張って欲しい。

総会の後の講演会は精密工学科を昭和３７年に卒業された河内昌蔵さんが、現在取り組

まれている市原市の養老川沿いに桜並木を作り町の景観作りに関わる苦労話や活動の中の

楽しみについて伺った。河内さんは『光風

台 花と緑の会』と『さくらさんさん会』

の２つのグループの代表をされている。そ

れぞれ名称は異なるが、同じ地区でほぼ同

じメンバーで活動されているという事です。

『光風台 花と緑の会』は 年に 緑化2014
推進で総理大臣賞を受賞された、りっぱな

ボランティア活動の会です。

私も個人的にはボランティア活動をして

居ますが，賞を頂ける事は大変名誉な事と

思います。

懇親会は総会･講演会の場所を同じくして、中央に料理のテーブルを置き、そこを参加

者全員が囲む形での立食会でした。
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来賓の方は大学･学員会から 名主席し5
てくださった。今年はホームカミングデ

ーが理工学部校舎である後楽園キャンパ

スで初めて行われる事、そして理工学部

が創立 周年の記念行事を行う事があり70
来賓の方の熱い話を伺う事が出来た。私

も白門化学クラブ支部の支部長をして居

るので、これらの行事に是非参加してみ

ようと思った。

来賓で来られた、中央大学 常任理事の

大橋正和様、理工学部学部長の 樫山和男

様、学員会 会長の久野修慈様、理工学部

物理学科の石井 靖先生、中大技術士会の

井手俊二様、ありがとうございました。

懇親会は例年と同じ、校歌～惜別の唄を

全員で唱和し、集合写真を撮影し解散とな

った 来年はさらに多くの方が出席して頂け.
ると、さらに賑やかになって楽しいだろう

と思う。
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理工学部創立７０周年記念とホームカミングデー

昭和５６年卒(２９回)田澤和久

令和元年は中大理工学部にとって記念の年であった。それは理工学部創立７０周年記念

と、ホームカミングデーの後楽園キャンパスでの実施が重なったからである。理工学部創

立７０周年記念は９月２８日(土)、ホームカミングデーは９月２９日(日)の両日にれんっ

ぞくして実施された。

私が大学を卒業したのが昭和５６年なので、３９年も前の話である。その頃の校舎は中

庭を囲むように配列されていて、道路側にはテニスコートやら合宿所などが並んでいた。

そして卒業時には、５号館と６号館が完成し、５号館アリーナでの初めての卒業生となっ

た。

理工学部７０周年記念式典は坂の下にある文京区役所の市民ホール、文京シビックホー

ル大ホールにて行われた。記念イベントは卒業生による記念討論会『中央大学理工学部の

未来へ向けて～卒業生からのメッセージ～』である。各分野で活躍されている方がパネラ

ーとなり、在校生、中大卒の若き社会人にたいして熱くメッセージが送られた。私自身が

聞いていても、非常に興味のある話の内容である。 記念式典の後は場所をホテルメトロ

ポリタンエドモンド(飯田橋)に変え、記念祝賀会となった。

ホームカミングデーは何時もなら八王子キャン

パスで行われているので、残念ながら私は参加し

た事が無かった。学員時報等を見ているとかなり

盛況に行われている事がうかがえる。今回の後楽

園キャンパスでのホームカミン

グデーは何時もと様相が異なり、売店等の屋外イ

ベントが一切無く少し寂しい感じがした。しかし

屋内では様々なイベントが行われていて、卒業生 入口･正門の風景

の母校に対する熱い思いを感じた。また自分もそ

のうちの一人であった事に間違いは無い。

後楽園キャンパスの行事が終了した後は、東京

ドームホテル･天空の間にて『中央大学の夕べ』が

行われている。昨日の理工学部７０周年記念祝賀

会よりももっと熱い熱気が感じられた。

今回は特別ゲストに東京都の小池百合子知事が

来られ祝辞を述べられた。まさに最高の祝賀会で

あった。 ビック座談会

来年八王子キャンパスで行われるホームカミングデーに参加しようと思っている。

以 上
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中大理工へ行こう

昭和 54 年卒 中村博之

昭和 54 年卒の中村と申します。今思い返せば、私が大学を卒業して

かなりの年月になる。昔を振り返ると中大を受験した理由は、当時住

んでいた練馬から一番近かった理工学部だったからだと覚えている。

理工学部にしては学費も安かった。また、今は応用化学科となって昔

と変わったが、工業化学科を選んだ訳は、高校の授業で化学反応式が

妙に好きで、とんでもない誤解で単に信じた私も愚かだが「これを完

全に理解すればなんだって作れる」と高校の先生が授業で話したこと

がまさに天啓だったことと、奈良京都に旅行した時に「古化学」と題

した仏像の金メッキで金アマルガムを作る工程を映像見学し、数滴の

水銀に金箔がみるみる溶解し、さらに金箔を加えるとアマルガムがど

んどん金を溶かしこんでいき、最後は銀色の塊となる。それを荒い布

で濾して、磨いた銅に金アマルガムを塗り 350℃以上に加熱すると水

銀が飛んで銅表面にまばゆい金が鍍金される。しかし水銀蒸気は有害

なため過去に仏像に金メッキを施した際には、仏像の絢爛さの陰でか

なりの中毒患者を出したと聞いたとき、なぜか「化学（ばけがく）っ

てすげー」と思ったせいだ。現代の化学では理屈は明白だが歴史上で

最初にやろうとした人はすごかったと思う。自分がそうありたいと思

ったのかも知れない。

ともあれ何とか受験には合格し、中大理工に通う事となった。入校

案内に漫画が使われ高校の案内とはずいぶん違うなーと好印象だった。

駅前の薄っぺらな商店街を抜けるとキャベツ畑だらけだった練馬と異

なり、文京区と言えば都会の喧騒から離れた文教の香りが漂う落ち着

いた街だった。行きかう人もあまり多くなく、イベントと言えば毎週

金曜日のドリフターズの「８時だよ全員集合」が文京公会堂で開催さ

れていたが、ワクワク感から静かにできない小学生の男の子がお母さ

んと歩道に二列の長めの列に並んでいた事だけが賑やかな雰囲気だっ

た。私も例外なくドリフのおまけにキャンディーズのファンだったか

ら、公演はいいなぁと思いつつもテレビを見るために金曜日はそそく

さと帰宅することが慣習だった。文京公会堂も文京シビックセンター

として生まれ変わり、最近訪問してその威容には驚かされた。また、

後楽園の駅も駅ビルができ商店が入って賑やかになっていた。
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地下鉄後楽園の駅を降り、礫川公園をぬけ緩い富阪を登ると中大だ

った。私はそこで人生で最も貴重で有意義な時間また最も楽しい時間

だった学生時代を過ごすことになる。卒業し企業に就職すると仕事に

追われた。仕事は化学工学で教わったレイノルズ数たちと無縁ではな

い工業の仕事であったことが幸いだった。私もレイノルズ数は粘性力

と慣性力の比だとか生意気に講釈をたれる若造になれた。工業分野で

は今でも大学で教わったことが生きている。ありがたい事だ。仕事を

やっていた時期は長かったが無事退職し、嘱託として勤務している。

青年、盛年を経て老年に差し掛かる今、大学時代の事が本当に懐か

しく感じられるようになった。八王子キャンパスでは親近感が沸かな

く長年スルーしていたホームカミングデーが後楽園キャンパスで行わ

れると聞き参加することにした。

理工学部も建物が増え、昔は 2 号館までだった学び舎も 2 号館、実

験棟、運動場が取り壊されなんと 6 号館まであった。しかし旧 1 号館

だけは耐震補強を施されながらも残っていた。懐かしくて感動した。

久々に会った大学時代の友人たちも自分の年を数えればわかる事だ

がすっかり老人になっていた。しかし、軽く飲み交わしながら、昔の

呼び方やあだ名で話すと、何と半世紀に近い過去がよみがえり、自分

が二十代の若者に戻って学生の身で歓談しているような嬉しくも懐か

しい錯覚すら覚えた。帰路、大学の門を出るとき自ずから振り返り頭

が下がり深く一礼した。ここで過ごした時間は尤も貴重な時間でした。

本当にありがとうございましたと。
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会報を読んで頂き、ありがとうございます。ようやく会報が纏まり、編集後

記を書ける状況になりました。

昨年は後楽園キャンパス理工学部校舎にて理工学部７０周年記念行事とホー

ムカミングデーが行われ、年号も平成から令和に変わり賑やかな年となりまし

た。白門化学クラブ支部の幹事も総会で現幹事全員が再任され、さらに幹事１

名が増えることとなりました。

これを新たなスタートとして頑張っていきたいと思っています。

令和２年は穏やかに年が明けたと思っていましたが、ここに来て新型コロナ

ウイルス感染症というやっかいな病気がはやりだし、多くの人が集まるイベン

ト等が中止になったり、衛生用品の品不足が発生したりして大変な状況になっ

ています。

この会報が皆様のお手元に届く頃は、これらのことが収束して安心した生活

を取り戻し、穏やかな生活が出来るように望んでおります。

次回総会は６月ですが、新型コロナの影響が無く、支部総会を開催できるこ

とと、皆様の健康と総会･懇親会で再開できる事を楽しみにしています。

幹事一同




